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１  計画の趣旨                         

 

 

　平成１８年に施行された「自殺対策基本法」（以下「法」という。）におい

て、自殺対策は個人的な問題としてのみ捉えられるべきものではなく、背景に

様々な社会的な要因があることを踏まえ、社会的な取組として実施されなけれ

ばならないとされました。翌年には、国の自殺対策の指針となる自殺総合対策

大綱（以下「大綱」という。）が閣議決定されました。 

　それらに基づき、国を挙げて自殺対策を総合的に推進した結果、平成２２年

以降自殺者数は減少し、平成１７年と比べて平成２７年の自殺死亡率（人口

１０万人当たりの自殺者数。以下「自殺率」という。）は２３．６％の減少と

なりましたが、主要先進７か国において日本の自殺率が最も高いという状況に

変わりはありませんでした。 

 

　こうした中、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」の実現を目指し、

より効果的な自殺対策の推進のため、平成２８年に法が改正され、誰もが「生

きることの包括的な支援」として、必要な支援を受けられるように、全ての都

道府県・市区町村に「自殺対策計画」の策定が義務づけられました。 

　 

  本市では、平成１９年に、全庁横断的に自殺対策に取り組むため、「秋田市

自殺対策庁内連絡会議」を設置し、翌２０年には、関係機関、ＮＰＯ法人等の

団体が、それぞれの分野の特性を生かしつつ、連携して自殺対策を推進するた

め、「秋田市自殺対策ネットワーク会議」を設置しました。平成２６年には、

全国的にも先駆的な議員発議による「秋田市民の心といのちを守る自殺対策条

例」（以下「条例」という。）を施行し、この中で地域レベルでの実践的な取

組の必要性とともに、市民一人ひとりがいのちを大切にし自殺対策の担い手と

して支え合う地域社会の実現を目指すことを明示しました。また、実践面にお

いては、民間団体を中心にした民・学・官の連携による取組が自殺対策の大き

な推進力となっております。 

　 

　本市の自殺対策計画については、国が義務化する前の平成２０年度から毎年

度、「秋田市自殺総合対策事業計画」を策定し、本市における自殺の状況を把

握するとともに、自殺対策事業を総括してきており、令和元年度には、法に基

づく第１期自殺対策計画を策定し、条例の目的および基本理念の下、庁内外の

あらゆる分野の事業に「自殺対策＝生きることの包括的な支援」という視点を

反映させて、本市における自殺対策を計画的かつ重点的に進めてきたものです。 

 

　本市の第１期自殺対策計画は令和５年度に最終年度を迎え、国においては令

和４年１０月に新たな大綱が閣議決定され、今後５年間で取り組むべき施策や

基本方針が新たに示されたことから、本計画を策定し、本市における自殺対策

を進めていくものです。今後も本計画に基づき、自殺対策事業の有機的な連携

強化および民・学・官の連携強化を図るとともに、ＰＤＣＡサイクルを回して

いくことで、進化させながら推進してまいります。 
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２  基本理念                           

 

　　条例の目的を踏まえ、法の目的および大綱の基本方針に則り、基本理念を

「心といのちを守り、ともに支えあい、誰も自殺に追い込まれることのない

 秋田市の実現」と定めます。

 

 

 

 

 

 

自殺対策基本法

（目 的 ）

自殺総合対策大綱

（基本方針）

秋田市民の
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自殺対策条例
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心といのちを守り、ともに支えあい、

誰も自殺に追い込まれることのない秋田市の実現

基本理念
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３　計画期間                           

 

  大綱は、おおむね５年を目途に見直しが行われることとされており、また、

「秋田県自殺対策計画」においても計画期間を５年間としていることから、

それらとの整合を図り、本計画の計画期間も５年間とし、令和６年度を初年

度、令和１０年度を最終年度とします。 

 

 

 

 

４　計画の位置づけ                     

 

　　本計画は、本市の自殺対策を総合的に推進していくものであり、法第１３

条第２項に規定する「市町村自殺対策計画」として、大綱および「第２期秋

田県自殺対策計画」を勘案し、また、本市の実情を踏まえ、平成２６年に施

行した条例の基本理念の下、策定するものです。 

　　そして、市政推進の基本方針である「秋田市総合計画」の下、関連計画と

の整合・連携を図り、一体的に推進するものです。 

 

 

 

自殺対策基本法
自殺総合対策大綱

第
２
期
秋
田
県
自
殺
対
策
計
画

（計
画
期
間
：令
和
５
年
度
～
令
和
９
年
度
）

第２期秋田市民の心といのちを
守る自殺対策計画

（計画期間：令和６年度～令和10年度） 秋
田
市
高
齢
者
プ
ラ
ン

秋田市地域福祉計画

秋
田
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン

秋
田
市
子
ど
も

・
子
育
て
未
来
プ
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ン

秋
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市
教
育
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ョ
ン

秋田市総合計画

秋
田
市
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
行
動
計
画

関連計画

整合・連携

健
康
あ
き
た
市
21

秋田市民の
心といのちを守る
自殺対策条例

連携

策定根拠

基本理念
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５  計画の策定体制 　　                

 

　　策定作業は、秋田市保健所健康管理課精神保健・自殺対策担当が事務局と

なり、秋田市自殺対策ネットワーク会議における検討の結果を踏まえながら

進め、秋田市自殺対策庁内連絡会議において、関連計画との整合性等の確認

 を行いました。

　　また、市民の視点から広く意見を聴取するため、市議会および関係機関等

から意見をいただくとともに、市民に向けたパブリックコメントを行いまし

 た。

 

秋田市自殺対策ネットワーク会議

構成 ： 医療、保健、福祉、大学、労働、教育、法律、
地域関係団体、行政等（２０名以内）

内容 ： 計画への意見提言、計画の審議

事務局

構成 ： 秋田市保健所健康管理課
精神保健・自殺対策担当

内容 ： 計画案の作成・検討

秋田市自殺対策
庁内連絡会議

構成 ： 庁内関係部局
副市長、次長級（保健所、総務部、市民生活部、
福祉保健部、子ども未来部、産業振興部、
教育、消防）

内容 ： 関連計画との整合性、計画策定の進捗の確認

市民 市議会

報告

提示
意見
提言

意見
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６　計画の数値目標　　　　　　　　　　 

 

　大綱における数値目標は、令和８年までに自殺率を平成２７年と比べて３０％

以上減少させることとされています。 

　これを受けて、県では令和９年の自殺率を１６.３以下（自殺者数１４０人

以下）とし、平成２７年の自殺率を令和９年までに３６.６％以上減少とする

目標値を設定しています。 

　こうしたことを踏まえ、本市も県と同様に、平成２７年の自殺率を令和１０

年（人口動態統計の令和９年実績値を対象とする。）までに３６.６％以上減

少させ、令和９年の自殺率を１２.６以下とする目標値を設定します。 

 

 

　市は、自殺対策計画の進捗管理を行い、条例第１０条に基づき、毎年度、自

 殺の概要および施策の実施状況を議会に報告します。

Hは平成、Rは令和を表す。

H27 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

大綱の
基準年

実績 実績

12.6

以下

自殺率の 36.6%

減少割合 以上

H27 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

大綱の
基準年

実績 実績

18.6 17.8 16.8 16.6 16.3

以下 以下 以下 以下 以下

自殺率の 27.6% 30.7% 34.6% 35.4% 36.6%

減少割合 以上 以上 以上 以上 以上

13.0

以下

自殺率の 30.0%

減少割合 以上

○秋田県、全国の数値は、第２期秋田県自殺対策計画等から引用

秋田県自殺対策計画の期間（５年間）

- -

- 26.8% 12.1%

- -

全国

自殺率
（人口１０万人対）

秋田県

自殺率
（人口１０万人対）

25.7 18.8 22.6

-

- 10.8% 5.9% - - - - -

18.5 16.5 17.4

- - -

-

-

-

-

秋田市自殺対策計画（５年間）

秋田市

自殺率
（人口１０万人対）

19.9 13.1 16.8

- 34.2% 15.6% - - - -

-

36.6%以上


